
「病
診
Ｌ
診
診
」
連
携
を
掲
げ
効
率
的
に

東
日
本
大
震
災
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
社
団
法
人
気
仙
医
師
会
は
、
津
波
の
犠
牲
に
な

っ
た
武
田

健
会
長
＝
た
け
だ
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
Ｈ
の
後
任
会
長
に
、
今
月
か
ら
滝
田
有
氏

（
５‐
）
＝
滝
田
医

院
院
長
＝
が
就
任
し
新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
ち
、
加
盟
会
員
の
う
ち
五
つ

の
診
療
所
が
廃
院
し
、
被
災
し
た
２４
病
院

・
診
療
所
の
う
ち
再
開
し
た
の
は
８
割
弱
。
滝
田
新
会
長
は

「病

診
連
携
、
診
診
連
携
を
通
し
て
効
率
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
し
、
今
後
医
師
会
は
地
域
医
療

の
再
生
と
い
う
直
面
す
る
課
題
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

昨
年
３
月
１１
日
の
大
津

波
で
、
医
師
会
は
武
田
会

長
と
村
上
静

一
副
会
長
＝

大
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
＝

が
亡
く
な
り
、
会
員
１
人

が
行
方
不
明
と
な
り
、
医

師
３
人
を
失

っ
た
。
会
長

空
席
の
間
、
大
津
定
子
副

会
長
が
会
長
代
理
を
務
め

た
。
　
　
　
　
　
　
一

会
員
数
は
現
在
５６
人
。

理
事
〈
杢
で
新
役
員
を
互
選

し
、
第
１４
代
会
長
に
滝
田

氏
、
副
会
長
に
は
新
任
の

鵜
浦
章
、
昇
任
の
飯
塚
和

彦
の
両
氏
が
就
い
た
。

理
事
は
、
鵜
浦
哲
朗
、

遠
藤
稔
弥
、
石
木
幹
人
、

盛
直
久
、
佐
々
木
道
夫
、

伊
藤
俊
也
、
及
川
東
士
、

星
篤
樹
、
鳥
羽
有
の
９
氏

を
再
任
、
新
任
は
岩
渕
正

之
、
渕
向
透
の
２
氏
。
監

事

は

、
新

任

の
石

倉

功

一
、
吉
澤
徹
の
２
氏
と
上

野
直
和

・
外
部
監
事
を
再

任

。
菊

池

洋

議

長

を

再

任
、
鵜
浦
哲
朗
副
議
長
が

新
任
と
な

っ
た
。
役
員
の

任
期
は
２
年
。

新
会
長
の
滝
田
氏
は
、

東
北
大
学
医
学
部
卒
業

。

勤
務
医
を
経
て
、
平
成
１５

年
に
大
船
渡
市
末
崎
町
細

浦
に
開
業
。
津
波
で
診
療

所
が
全
壊
し
、
自
身
も
津

波
に
呑
ま
れ
、
九
死
に

一

生
を
得
た
。
同
町
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
１
２
階
を
借
り

滝田新会長

て
診
療
を
再
開
し
、
現
在

は
町
内
に
開
設
し
た
プ
レ

ハ
プ
の
仮
設
診
療
所
で
医

療
を
行

っ
て
い
る
。

医
師
会
の
会
員
は
、
病

院

（
２０
床
以
上
）
と
診
療

所
の
医
師
で
構
成
し
、
こ

の

う

ち

大

津

波

で
病

院

２
、
診
療
所
２２
が
被
災
し

た
。
先
月
１
日
現
在
で
病

院
１
、
診
療
所
１５
が
自
院

を
修
理
し
た
り
、
仮
設
診

療
所
で
診
療
を
継
続

。
再

開
し
た
。
再
開
見
込
み
の

診
療
所
１
を
含
め
る
と
８

割
弱
が
復
旧
し
た
こ
と
に

な
る
。
気
仙
医
師
会
館
も

浸
水
被
害
を
受
け
復
旧
工

事
が
行
わ
れ
た
。

医
療
の
復
旧
が
進
む

一

方
で
、
５
診
療
所
が
廃
院

と
な

っ
た
。
会
員
外
を
含

め
る
と
６
診
療
所
が
廃
止

に
至
り
、
震
災
前
か
ら
の

医
師
不
足
が
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
状
況
に
陥

っ
て
い

る
。新

会
長
の
滝
田
氏
は
、

「医
療
資
源
が
乏
し
い
気

仙
地
域
に
お
い
て
は
、
県

立
病
院
と
開
業
医
と
の
交

流
に
よ
る
病
診
連
携
、
開

業
医
同
士
の
診
診
連
携
を

通
し
て
効
率
的
な
医
療
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。

病
診
連
携
で
は
、
県
立

大
船
渡
病
院
が
急
性
期
医

療
を
担
当
し
、
そ
の
後
の

慢
性
期
を
担
う
県
立
高
田

病
院
は
津
波
で
全
壊
し
仮

設
で
の
診
療
再
開
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

滝
田
会
長
は
、
病
診
連

携
の
観
点
か
ら

「気
仙
医

師
会
と
し
て
高
田
病
院
の

本
格
的
な
復
旧
を
要
望
し

て
い
る
」
と
い
う
。

歯
科
診
療
、
調
剤

薬
局
も
順
次
再
開

医
療
施
設
の
震
災
被
害

は
、
気
仙
医
師
会
の
ほ
か

に
気
仙
歯
科
医
師
会
、
気

仙
薬
剤
師
会
な
ど
を
合
わ

せ
る
と
さ
ら
に
甚
大
な
も

の
と
な
る
。
一

被
災
し
た
歯
科
診
療
所

は
２２
、
調
剤
薬
局
は
１９
に

帰
Ч
鵜
詫
繹

廃

止

ま

た

は
廃
止

見

込

み
。自

院
や
仮
設
に
よ
る
継

続

・
再
開
は
、
歯
科
診
療

所
１５
、
調
剤
薬
局
１２
ｏ
再

開
見
込
み
は
歯
科
、
調
剤

薬
局
が
各
１
と
な

っ
て
い

る
。県

で
は
、
開
業
医
の
診

療
所
や
調
剤
薬
局
の
復
旧

の
た
め
国
の
交
付
金
を
も

と
に
仮
設
診
療
所
を
建
て

て
貸
し
出
し
た
り
、
本
院

の

再
建

を

助

成

し

て
お

医療施設の被害及び復旧状況

靱

躙醜脚

病院 1 1 1

診療所 24 13 7 3 1 2

歯科診療所 18 13 6 4 1 12

調斉l薬局 20 10 8 1 1

蓬別
1既
存数
1被
災卜忘了譲責翌1蜃謄1未定

稔 ―許<|
(平成24年 3月 1日現在 )

り
、
国
の
補
助
制
度
も
あ

る
。
県
大
船
渡
保
健
所
で

は

「大
船
渡
市
内
の
医
療

施
設
は
震
災
前
に
復
旧
し

つ
つ
あ
る
が
、
気
仙
全
体

か
ら
み
れ
ば
ま
だ
復
旧
は

こ
れ
か
ら
」
と
し
地
域
医

療
の
再
生
が
課
題
と
な

っ

て
い
る
。

‐５
日
告
示
、
２２
日
投
開

票
の
大
船
渡
市
議
選
を
前

に
、
市
内
各
地
で
ポ
ス
タ

ー
掲
示
板
の
設
置
作
業
が

始
ま

っ
た
。
県
産
材
を
使

っ
た
木
目
調
の
掲
示
板
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。

設

置

数

は

１
９
０
カ

所
。
現
時
点
で
立
候
補
を

表
明
し
て
い
る
の
は
２６
人

だ
が
、
最
大
３０
人
の
ポ
ス

タ
ー
に
対
応
で
き
る
掲
示

板
と
な

っ
て
い
る
。
木
目

調
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

と
な

っ
て
い
る
が
、
昨
年

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
設
置

大
規
模
仮
設
住
宅
団
地
前
に

９
月
の
統

一
地
方
凄

も
設
置
面
積
が
大
多

選
挙
戦
本
番

へ
の
入

を
演
出
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で

し
、
更
地
が
広
が
る

で

は

掲

示

を

見

送

方
、
仮
設
住
宅
団
納

の
設
置
な
ど
、
住
目

変
化
に
対
応
。
５
日

日
ま
で
の
強
風
が
膊

青
空
が
広
が

っ
た
バ

業
員
は
春
風
に
飛
げ

な
い
よ
う
念
入
り
に

し
て
い
た
。

同
日
に
行
わ
れ
一

盛
地
区
な
ど
で
、
日

所により朝から昼前雪か雨

◆あ す


